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木

原

痔

幸

は

じ

め

天
保
改
革
が
、
い
わ
ゆ
る
「
絶
対
主
義
へ
の
傾
斜
」
と
し
て
把
握
き
れ
て
以
来
久
し
い
。
そ
の
後
「
傾
斜
論
」
は
天
保
期
か
ら
安
政
則
へ
と

時
期
が
ず
ら
さ
れ
、
外
庄
の
下
で
の
薄
政
改
革
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
天
保
改
革
の
意
義
が
十
分
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら

ず
、
国
内
的
状
態
が
外
庄
の
影
響
で
い
か
に
変
化
し
た
か
、
文
外
圧
が
国
内
的
要
因
に
よ
っ
て
い
か
に
規
制
さ
れ
た
の
か
、

つ
ぎ
つ
め
れ
ば
明

治
維
新
の
変
革
と
は
一
体
い
か
な
る
も
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
究
明
す
る
た
め
に
は
、

天
保
期
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、。

一
般
的
天
保
改
革
論
に
つ
い
て
は
別
の
限
会
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
当
品
川
で
は
佐
賀
滞
の
天
保
改
革
の
農
村
政
円
以
を
検
討
す
る
こ
と
に
す

る。
さ
て
、
幕
末
期
の
佐
賀
藩
研
究
に
お
い
て
最
も
高
い
水
準
を
示
し
て
い
る
の
は
芝
啄
拓
自
氏
の
業
績
で
あ
る
。
芝
原
氏
は
佐
賀
薄
の
歴
史
的

規
定
要
因
を
「
均
田
制
度
」
に
求
め
、
こ
れ
を
隷
農
制
強
化
H
H
本
百
姓
維
持
政
策
と
し
て
把
握
さ
れ
、
幕
末
佐
賀
藩
々
政
改
革
の
性
格
を
復
古

的
・
反
動
的
改
革
と
定
義
し
、
天
保
十
三
年
に
山
山
さ
れ
た
「
加
地
子
猶
予
令
」
に
そ
の
端
絡
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
井
上
清

氏
が
「
日
本
現
代
史

I
、
明
治
維
新
」
で
述
べ
ら
れ
た
説
を
踏
襲
し
、
更
に
具
体
的
政
策
を
通
し
て
実
証
的
に
深
め
て
い
っ
た
と
い
え
る
の
で

佐
賀
藩
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

八
九
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九。

あ
る
。
し
か
し
両
氏
の
指
摘
し
て
い
る
佐
賀
藩
の
復
古
的
。
反
動
的
性
格
と
し
て
の
抑
商
。
隷
農
制
強
化
は
、
領
主
層
に
よ
る
一
液
体
制
再
編
が

行
わ
れ
る
限
り
当
然
の
乙
と
で
あ
り
、
佐
賀
落
の
み
の
特
異
な
現
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
土
佐
務
、
水
戸
落
等
に
お
い
て
も
そ
れ
ら
は
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
務
の
政
策
と
の
具
体
的
比
較
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
佐
賀
務
の
性
格
規
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
る
。
現
段
階
で
の
幕
末
期
各
務
々
政
改
革
の
性
格
規
定
は
、
佐
賀
落
は
「
均
回
制
度
」
、
長
州
務
は
瀬
戸
内
の
ブ
ル
ジ
三
ア
的
発
展
、
薩
摩

藩
は
過
酷
な
る
専
売
制
に
よ
る
収
奪
、
と
い
う
よ
う
に
「
一
元
主
義
」
の
下
に
各
藩
の
目
立
っ
た
現
象
の
み
が
把
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
全

藩
政
改
革
の
中
で
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
佐
賀
藩
天
保
改
革
に
お
い
て
、
従
来
こ
の
改
革
を
規
定

し
て
き
た
「
加
地
子
猶
予
令
」
の
も
つ
意
義
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

改

革

の

前

提

幕
末
期
佐
賀
落
体
制
の
特
色
に
つ
い
て
、
山
田
龍
雄
氏
は
知
行
制
と
貢
租
徴
収
組
織
の
両
市
か
ら
分
析
さ
れ
、
地
方
知
行
は
残
存
し
て
い
る

が
分
散
的
で
在
地
性
を
失
い
、
更
に
そ
の
知
行
地
で
あ
る
配
分
地
に
ま
で
本
務
の
支
配
が
貫
徹
し
、
農
民
は
誼
接
的
に
把
捉
さ
わ
て
お
り
、
又

年
貢
の
徴
収
は
定
免
と
検
見
の
併
用
と
い
う
形
で
な
さ
わ
、
収
得
が
徹
底
し
て
お
り
農
村
内
に
お
い
て
「
豪
毘
的
存
在
」
は
期
待
で
き
な
い
、

と
さ
れ
た
（
『
佐
賀
県
農
業
史
』
三
一
｜
二
頁
）
。
佐
賀
務
休
制
の
特
徴
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
っ
て
、
こ
こ
で
は
天
保
八
年
に
始
っ
た

佐
賀
藩
天
保
改
革
時
の
農
村
構
造
に
つ
い
て
、
商
品
流
通
と
地
主
制
の
点
か
ら
若
干
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

佐
賀
藩
で
は
天
保
期
に
お
い
て
米
＠
陶
界
以
外
に
特
産
物
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
（
古
賀
穀
堂
、

『
済
急
封
事
』
）
、
特
産
物
に
よ

る
商
品
流
通
は
こ
こ
で
は
問
題
で
な
く
、

他
国
生
産
の
日
常
必
需
品
の
佐
賀
藩
内
へ
の
流
入
、

と
く
に
農
村
へ
の
侵
透
が
問
題
と
な
る
。
天
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1万俵輸入、 2,500俵は地生

毎年数人来入、近年久留米
より来入

::;'-<; 

第I表

品

？高

魚

菜

丸

佐
賀
落
天
係
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

保
三
年
段
階
で
は
第
I
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
な

①
 

他
国
商
品
が
務
内
へ
流
入
し
て
い
た
。
そ
し
て

農
村
内
に
お
い
て
は
、

「
近
年
農
人
商
売
ノ
風

（但、県立佐賀図書館蔵写本）より作製。

一
倣
ヒ
、
或
ハ
日
傭
ヲ
致
シ
、
農
業
ニ
心
ヲ
懸

ス
、
因
テ
田
昌
年
々
荒
蕪
シ
テ
登
ラ
ス
」

（正

司
考
棋
著
『
倹
法
富
強
録
』
）
と
い
う
状
態
を

も
た
ら
し
て
い
た
。
更
に
具
体
的
に
検
討
す
る

た
め
に
、
次
の
史
料
を
提
示
す
よ
う
。

於
郷
内
諸
商
売
之
儀
、
以
前
ぷ
之
定
も
有
之

由
作
得
共
、
当
時
ハ
狼
ニ
相
成
、
村
内
ニ
も

商
人
相
住
居
、
御
山
方
・
御
新
地
方
・
口
揚

正司考拭著「倹j去宮強録」

地
な
ど
に
之
、
代
官
所
に
不
相
響
家
建
も
有

之
、
茶
屋
等
敷
渡
世
相
営
、
又
毛
市
中
津
内
よ

り
之
触
買
、
問
ニ
主
御
旅
間
人
勝
手
を
存
閉
山

も
の
ぺ
村
方
江
代
品
物
預
置
延
し
作
而
、
仕

切
取
立
件
趣
ニ
而
、
百
姓
手
前
ぷ
即
銀
不
指

出
作
ニ
付
、
不
用
之
も
の
迄
も
絵
比
ニ
相
求

外
由
、
彼
是
ニ
而
百
姓
分
限
不
相
応
ニ
入
費

九
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九

有
之
件
、（

『
今
般
御
仕
組
ニ
付
市
申
上
相
成
M
W

吟
味
書
其
外
之
控
』
、
以
下
『
吟
味
誕
百
』
と
記
す
）

っ
き
り
村
内
に
商
人
が
怯
む
と
い
う
状
態
、
又
町
。
津
の
商
人
の
農
村
へ
の
入
り
込
み
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
向
業
資
本
の
侵
入
に
よ

る
農
村
の
分
解
、
没
落
百
姓
の
発
生
、
彼
ら
の
下
作
人
化
・
奉
公
人
化
と
い
う
現
象
が
顕
著
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
従
っ
て
務
権
力
に
と

③
 

「
百
姓
在
付
」
が
当
商
の
漫
村
の
中
心
課
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

つ
て
は
「
郷
内
諸
商
売
の
御
手
締
」
、

（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
節

で
述
べ
る
）
。

米
の
流
通
に
つ
い
て
は
、
領
主
的
規
制
に
よ
っ
て
年
貢
の
殆
ん
ど
が
大
坂
へ
廻
米
さ
れ
る
と
い
う
状
態
で
あ
り
、
こ
の
天
保
期
に
お
い
て
も

「
大
坂
廻
米
近
年
念
入
搭
立
」
（
吉
原
五
郎
左
ヱ
円
建
言
書
』
、

『
吟
味
書
』
所
収
〉
て
お
り
、
大
坂
市
場
へ
の
依
存
は
依
然
と
し
て
高
い
の
で

あ
る
o

こ
の
米
の
領
主
的
商
品
流
通
に
対
し
て
、
佐
賀
城
下
町
市
人
或
は
在
郷
商
人
等
の
、
余
剰
米
の
売
買
に
よ
る
米
の
流
通
の
実
態
は
ど

5

（
前
出
「
原
五
郎
左
エ

③
 

円
建
言
書
』
〉
る
と
、
米
両
人
の
重
要
さ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
存
在
な
し
に
は
農
村
経
済
も
成
り
立
た
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
事

で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
代
官
に
よ
っ
て
「
米
売
買
之
商
人
・
酒
屋
・
質
屋
・
泊
犀
等
主
郷
村
盛
衰
ニ
相
掛
」

実
第
E
表
に
よ
れ
ば
、
五
十
三
名
も
の
米
ら
穀
物
仲
買
人
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
時
代
は
下
る
が
、
第
E
表
は
川
副
東
郷
の
総
生
産

と
松
負
担
と
の
内
訳
を
示
し
て
い
る
が
、
総
生
産
に
対
し
て
年
貢
そ
の
他
諸
負
担
を
含
め
た
率
は
四
割
四
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
は
収
奪
が

激
し
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
佐
賀
藩
と
し
て
は
相
当
低
い
数
字
で
あ
る
。
川
副
東
郷
の
総
人
口
が
四
、
八
六
三
人
（
第
W
表
参
照
）
で
あ
る

か
ら
、

一
人
当
り
作
徳
の
平
均
は
約
一
・
七
石
と
な
り
、
又
由
民
業
賞
用
を
指
引
い
て
も
一
人
当
り

O
e
人
七
石
の
作
徳
米
が
あ
っ
た
一
暑
に
な

る
。
こ
の
点
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
余
剰
米
を
め
ぐ
っ
て
米
・
穀
物
仲
買
人
の
存
在
を
可
能
な
ら
し
め
る
地
盤
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

＠
 

る。

⑤
 

地
主
制
の
具
体
的
展
開
の
実
態
は
芝
原
氏
の
分
析
に
譲
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
史
料
を
示
し
て
お
こ
う
（
著
者
不
明
、
『
案
書
』
）
。



嘉永7年佐賀城下町業態別米商戸数
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川副東郷の経済状態（安政4年）

東

郷

訓

来

日
川
一
川
田

「
B
I
H
H川

れ
1
1
1一
収
「
製

rr

’z

一

【

戸

M
川
4

戸
ト

r

o
O
E
1
V
F
U

－
－
一
－
ロ
ん

p
i

F

h

υ

a

生

一

切

一

、

ノ

qυ

一

一

r

d

i

－－

Z
R

L
一

一

史

担

よ

収

一

一

業

免

」

！｜で
1
1
1
1
1
1
1
iー
！

i

l

－
－
一
民
と
済

公

一

名

一

麦

麦

豆

子

ら

ら

豆

豆

綿

一

計

一

良

況

経

一

一

コ

一

一

白

紙

村

一

一

米

到

ゎ

一

一

佐

の

郷

τ田
一

大

小

唐

辛

小

白

大

小

木

一

合

一

『

郷

の

生

14,795 

一
一
鉢
市
中
郷
村
函
究
之
根
一
五
之
、
問
先
筋
狼
ニ
有
之
、
旦
貧
富
致
懸
隔
、
農
工
尚
北
〈
其
産
業
ニ
カ
を
尽
事
を
得
不
巾
者
勝
－
一
有
之
、
殊
ニ
方

〈マ、〉

ニ
口
之
平
民
主
笠
（
産
業
を
勤
め
、
所
持
之
銀
米
漸
ク
父
母
妻
子
之
養
育
迄
－
一
件
処
、
唯
今
之
様
子
ニ
市
主
利
足
・
加
地
子
米
等
余
比
之
節
を

第E表

第E表

も
差
出
、
宜
（
上
諸
色
高
価
ニ
而
日
用
暮
シ
方
必
用
之
入
費
も
人
力
分
限
之
所
務
外
過
分
－
一
出
方
多
ク
、
何
分
ニ
も
相
続
出
来
兼
、
然
虚
側
ニ

佐
賀
藩
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

九



佐
賀
藩
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

川副東郷職別戸数（安政4年）第町表

ハ
大
百
姓
有
之
、
上
田
上
品
而
己
致
耕
作
、
或
ハ
過
分
之
田
地
買
寄
、
下
作
品
差
出
、
加
地
子
米

九
四

令
取
納
、
或
主
質
屋
・
油
屋
・
呉
服
店
其
他
様
々
商
売
相
兼
、
自
分
一
手
ニ
〆
世
間
の
利
潤
を

メ
込
、
銀
米
之
権
柄
を
自
在
い
だ
し
外
強
商
有
之
、

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

農
村
内
に
お
け
る
本
百
姓
の
没
落
、
大
農
の
土
地
集
積
と
、
町
に
お
け
る
大
商
業
資
本
の
存
在
等

「
大
百
姓
」
の
存
在
に
注
目
し
よ
ラ
。
百
姓
で
上
田
昌
を
耕
作
し
、
土

地
の
集
積
を
行
っ
て
い
る
商
店
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
か
な
る
系
譜
を
も
ち
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
規
模
で
農
業
に
従
事
し
て
い
た
の
か
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
有
国
－

伊
万
里
・
諸
富
津
の
商
業
資
本
の
地
主
化
と
は
異
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
。
す
、
在
村
地
主
と

も
い
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
大
小
様
々
な
存
在
形
態
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
先
に
述
べ
た
米
の
商
品

化
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
富
農
層
に
よ
る
米
の
売
買
が
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
地
主
層
は
務
体
制
に
動
揺
を
与
え
、
務
権
方
の
封
建
体
制
貫
徹
の
政
策
と
矛
盾
す
る
存
在
で
は
な
か

っ
た
。
藩
権
力
が
藩
体
制
維
持
の
た
め
に
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
商
品
経
済
の
農
村
侵
透
に
基
礎
を
置
き
、
本
百
姓
中
心
の

農
村
体
制
を
破
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
商
業
資
本
地
主
で
あ
っ
た
の
は
先
学
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

詮

①
『
倹
法
宮
強
録
』
の
援
者
で
あ
る
正
司
孝
棋
は
佐
賀
落
の
町
入
学
者
と

し
て
有
名
で
あ
り
、
陶
器
の
産
地
と
し
て
有
名
な
有
固
に
住
し
て
い
た
。

乙
の
有
国
は
、
伊
万
里
と
並
ん
で
商
業
資
本
家
の
存
在
が
多
数
で
あ
っ
た

し
、
文
乙
れ
に
従
っ
て
近
隣
の
農
村
へ
の
商
品
窪
済
の
侵
透
も
他
の
段
村

に
比
べ
た
場
合
評
る
し
か
っ
た
。
従
っ
て
第
I
表
は
有
国
近
辺
の
段
村
の

商
品
流
通
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
考
え
ら
れ
る
。
全

藩
出
村
へ
適
用
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

②
芝
原
桁
自
氏
ほ
佐
賀
藩
内
の
他
国
商
品
の
流
通
に
つ
い
て
、
「
仰
を
ぬ

い
た
縞
綿
、
さ
く
に
は
呉
服
そ
の
他
を
は
じ
め
、
間
以
民
の
日
用
生
活
必
需

品
や
生
産
用
具
を
広
範
に
合
」
ん
で
お
り
、
幕
末
の
伶
一
賀
藩
は
「
間
内
の

小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
震
に
組
み
込
ま
れ
浸
蝕
さ
れ
る
、
『
品
川
進
』
仰
な
米



作
地
帯
で
あ
ア
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
明
治
維
新
の
権
力
基
盤
』
、
一
一

九
頁
）
。

③
米
の
商
品
化
に
関
連
し
て
、
時
代
は
下
る
が
す
〈
久
二
年
の
次
の
史
料
を

示
そ
う
（
『
御
仕
組
ニ
付
留
書
』
）
。

諸
代
官
員
入
米
之
儀
、
専
百
姓
共
作
徳
米
勝
手
ニ
売
出
川
仲
間
主
、
新
穀
街

手
絡
ニ
差
文
体
訳
、
貝
－
主
農
具
整
之
己
日
比
得
北
〈
、
間
ニ
を
除
皮
之
貸
－
一
相

漬
川
町
窓
口
も
有
之
ぬ
け
旬
、
能
々
作
徳
米
相
抽
併
比
半
而
不
叶
面
々
能
当
り
ん
市
川
、

夫
丈
質
入
相
成
、
旅
出
根
居
を
不
被
差
免
様
、

農
民
の
作
徳
米
の
売
買
を
禁
じ
、
作
徳
米
を
代
官
が
寅
上
げ
る
乙
と
を
述

べ
て
い
る
。
民
民
の
作
徳
米
の
売
却
行
為
を
認
め
う
る
の
で
あ
る
。

④
山
田
泌
総
氏
は
米
の
流
通
に
つ
い
て
「
一
部
上
層
践
の
余
剰
米
の
商
品

化
が
お
ζ

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
勿
論
、
疑
う
余
地
は
な
い
」
と
さ
れ

な
が
ら
も
、
「
農
民
米
の
基
本
的
な
販
売
形
態
は
窮
迫
商
品
化
と
見
る
べ

き
で
」
あ
る
と
し
て
、
余
剰
米
の
商
品
化
の
怠
義
を
低
く
評
価
さ
れ
た
。

窮
迫
尚
品
化
現
象
は
否
定
す
る
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
現
象
か
ら
米
の
流

通
を
把
え
る
こ
と
は
、
佐
賀
落
農
村
構
造
を
貧
窮
分
解
論
一
色
で
塗
り
つ

農

政

の

展

開

天
保
改
革
に
お
け
る
農
村
政
策
施
行
の
中
心
的
役
割
を
果
し
た
の
は
、

ぶ
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
窮
迫
商
品
化
と
同
時
に
上

層
践
に
よ
る
余
剰
米
の
商
品
化
が
な
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
す
べ
き
で
あ

ヲ
令
。

⑤
芝
原
拓
自
氏
は
「
加
地
子
反
別
一
人
別
帳
」
の
分
析
を
通
じ
て
、
佐
賀

藩
地
主
制
の
特
色
を
次
の
如
く
定
義
さ
れ
た
（
『
明
治
維
新
の
権
力
茎

盤
』
三
七
八
頁
）
0

藩
権
力
の
後
叫
ゅ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
封
建
的
搾
取
の
，
授
さ
に
規
定
さ

れ
た
新
田
・
「
薄
租
の
地
」
の
零
締
役
業
へ
の
前
期
的
資
本
を
中
心
と
し

た
高
利
貸
的
吸
者
！
そ
れ
が
「
地
主
」
制
展
開
の
決
定
的
特
質
で
あ
り
、

封
建
的
小
農
民
の
民
業
生
産
力
の
一
般
的
発
肢
を
背
景
と
せ
ず
、
む
し
ろ

そ
の
停
滞
と
貧
窮
を
背
景
と
し
て
寸
余
の
薄
利
地
に
も
蔓
延
し
た
の
が
、

幕
末
肥
前
藩
の
「
地
主
」
制
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

乙
の
芝
原
氏
の
給
論
は
良
民
層
の
分
解
を
商
業
資
本
に
よ
る
貧
窮
分
解
と

の
み
考
え
、
「
後
進
」
的
米
作
地
帯
と
考
え
る
論
か
ら
い
け
ば
、
当
然
の

事
で
あ
ろ
う
。
私
は
全
く
否
定
は
し
な
い
が
、
貧
窮
分
解
論
で
佐
賀
落
段

付
を
定
義
づ
け
る
立
場
を
と
ら
な
い
。

代
官
層
で
あ
る
。

①
 

れ
、
代
っ
て
代
官
の
郷
村
居
住
に
よ
る
農
村
支
配
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
天
保
五
年
に
こ
の
在
住
代
官
の
交
代
が
建
言
さ
れ
た
〈
第

佐
賀
薄
で
は
寛
政
十
二
年
に
大
度
屋
が
廃
止
さ

佐
賀
藩
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

V
表
参
照
）
。
一
清
政
に
参
画
し
て
い
る
有
能
な
人
材
の
代
官
登
用
に
よ
っ
て
、
「
諸
郷
村
格
別
御
再
興
之
畑
山
仕
組
」
を
行
な
う
と
し
た
の
で
あ
っ

九
五



佐
賀
議
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

天保5年代官交代案

入 ｜現職｜代官所

深堀門左ヱ門｜目 附｜川

石 橋 行馬｜御 側｜市

丹羽儀左ヱ門｜鰐方在｜白

大塚二左ヱ門｜講役附｜上佐賀

副

武

石

名

第V表差
支
払
義
之
勿
論
、
御
政
教
も
届
兼
」

い
う
方
針
の
下
に
、

九
六

②
 

た
（
『
直
正
公
御
年
譜
地
取
』
）
。
だ
が
こ
の
建
言
は
否
定
さ
れ
た
ら
し
い
。
し
か
し
天
保
九
年
に
こ
の
在

住
代
官
に
よ
る
農
村
支
配
政
策
が
本
格
的
に
打
ち
出
さ
れ
て
く
る
。
当
時
の
佐
賀
務
の
農
村
支
配
は
、
郡

方
と
代
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
部
方
は
大
配
分
の
私
領
主
が
任
ぜ
ら
れ
、
教
化
禁
令
の
徹
底
、
人

別
改
の
実
行
等
を
主
な
る
職
掌
と
し
、
代
官
は
年
貢
の
徴
収
に
主
と
し
て
携
っ
て
い
た
の
で
あ
る
G

と
こ

ろ
が
天
保
九
年
三
月
こ
れ
ら
の
い
わ
ば
農
村
の
二
重
支
配
を
廃
止
し
て
、
代
官
一
子
に
よ
る
農
村
支
配
を

行
う
こ
と
に
し
、
郡
方
の
職
掌
も
代
宮
へ
委
ね
郡
方
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
天
保
九
年
『
請
御

青
山
』
）
。
が
八
月
に
な
り
、
こ
の
部
方
廃
止
の
方
針
は
否
定
さ
れ
、
従
来
通
り
部
方
、
代
官
の
併
存
と
な

③
 

っ
た
。
し
か
し
従
来
よ
り
も
代
官
の
権
限
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。
以
下
そ
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。

郡
方
廃
止
の
理
由
は
「
是
迄
郷
村
御
手
当
向
其
外
、
郡
方
・
在
住
代
官
両
役
ニ
而
相
整
作
ニ
付
、
色
々

（
前
出
「
詰
御
意
』
）
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
が
、
郡
方
を
存
続
さ
せ
て
も
こ
の
弊
害
を
除
去
す
る
と

三
根
・
養
父
郡
方
と
神
崎
郡
方
を
併
合
し
て
一
一
部
方
と
し
、

其
外
郷
内
諸
手
数
向
ニ
相
懸
外
義
之
、

郡
方
は
「
非
常
取
締
・
菩
術
等
掠
又
諸
通
路
方
」

を
管
轄

ず
る
の
み
と
な
り
、
代
っ
て
代
官
は
「
諸
御
錠
之
筋
主
勿
論
、
教
化
禁
令
又
主
公
事
訴
訟
調
子
者
、

一
切
代
官
手
当
相
成
」

（
傍
点
木
原
）
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
〈
前
山
山
『
詰
御
意
』
）
C

代
官
の
権
限
強
化
の
内
容
を
箇
条
菩
に
し
て
み
る
。

一
、
代
官
所
へ
の
通
達
の
徹
底
の
た
め
、

一
、
在
住
代
官
の
管
轄
場
所
が
広
く
て
十
分
監
督
で
き
な
い
た
め
、
在
住
代
官
所
を
増
加
す
る
こ
と
。

代
官
関
係
の
事
務
を
一
括
し
て
行
う
こ

と。

会
所
内
に
代
官
出
張
役
所
（
会
所
代
官
所
）
を
設
罷
し
、

一
、
従
来
代
官
の
権
限
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
大
・
小
配
分
地
（
地
方
知
行
地
）
も
代
官
の
管
轄
下
に
お
く
こ
と
。

て
固
定
ま
で
郡
方
附
役
が
廻
村
し
て
行
っ
て
い
た
「
御
提
読
聞
」
等
を
、
今
後
は
館
中
全
体
代
官
の
掛
り
と
す
る
こ
と
。



一
、
諸
郷
普
請
は
こ
れ
ま
で
郡
方
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
が
、
以
後
は
代
官
の
管
轄
と
す
る
こ
と
。

③
 

一
、
代
官
の
下
で
書
記
役
と
し
て
働
く
、
手
明
鎚
か
ら
任
じ
ら
れ
て
い
た
手
元
役
を
廃
し
、
侍
か
ら
代
官
助
役
を
二
人
任
命
す
る
こ
と
。

の
項
は
『
直
正
公
御
年
譜
地
取
』
）

r『、、，
'-

以
上
の
う
ち
特
に
大
小
配
分
地
へ
代
官
の
権
限
が
及
ほ
さ
れ
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
う
。
佐
賀
藩
蔵
入
地
機
構
へ
の
組
み
入
れ
、
配
分
地

の
独
自
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
郡
方
の
権
限
を
委
譲
さ
れ
た
こ
の
在
住
代
官
に
は
、
務
校
弘
道
館
出
身
の
有
能
な
人
材
が
抜
擢
さ

⑤
 

れ
た
の
で
あ
る
。

（第百表が天保九年に任命された代官層を示している）。
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新任代官一覧（天保g年）第VI表

佐
賀
落
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

「直正公il[l年諮地以」より作製

但、石高は「罫永4fr分限-0到」より。①は「鍋島直正

公伝」 lこは田中虎五郎とあり、②は問「公伝」！とよる。

か
か
る
在
住
代
官
体
制
強
化
の
上
に
立
っ
て
農
村
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
く
が
、
農
商

分
離
と
殖
産
策
の
面
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

農
商
分
離
政
策
は
天
保
改
革
時
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

佐
賀
藩
に
お
け
る
農
村
文

配
の
基
本
的
政
策
で
あ
り
、

⑤
 

っ
た
。
代
官
体
制
の
強
化
も
こ
の
農
商
分
離
策
の
徹
底
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
商
品

農
村
内
へ
の
商
業
的
要
素
の
侵
透
を
防
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ

経
済
の
農
村
侵
透
に
よ
る
農
・
商
併
存
が
、

天
保
時
の
佐
賀
務
の
農
村
荒
廃
、
商
人
へ
の
土

地
集
積
を
も
た
ら
し
、

ひ
い
て
は
佐
賀
藩
休
制
を
危
機
的
状
態
に
陥
し
い
れ
て
い
た
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
弊
害
を
根
本
的
に
解
決
す
る
政
策
と
し
て
農
商
分
離
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
天
保
九
年
二
月
に
始
ま
る
人
改
め
の
強
化
・
人
別
帳
の
作
製
は
、
そ
の
具
体
的
現

わ
れ
で
あ
る
。

御
飢
中
人
別
出
入
之
儀
、

至
市
重
御
法
川
仲
処
、
近
年
狼
ニ
相
成
、
其
上
郷
村
之
儀
商
売
方

等
勝
手
々
々
相
営
作
通
相
成
、

彼
是
打
追
之
億
ニ
而
主
御
取
締
其
外
御
改
正
之
基
本
難
相

九
七



佐
賀
藩
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

九
八

立
ニ
付
、
ん
ル
思
泌
」
ヤ
ム
目
前
仰
称
甜
や
む
勝
同
］
相
川
白
川
市
山
掛
7

行
和
跡
、
品
（
b
b
？
一
日
世
酔
払
f
h
r
仲
間
仲
儀
等
御
吟
味
相
成
方
可
有
之
（
傍
点
木
原
）

（
円
吟
味
書
』
）
、

そ
し
て
今
後
毎
年
三
月
に
「
戸
籍
調
子
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
引
用
史
料
に
あ
る
よ
う
に
コ
戸
籍
調
子
」
に
も
と
，
つ
い
て
農
は
農
、
商

＠
 

は
商
と
い
う
「
職
業
在
付
」
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
こ
の
農
村
政
策
が
ど
の
よ
う
に
し
て
実
施
さ
れ
た
が
明
ら
か
で
な
い

が
、
農
村
の
再
編
成
を
、
農
村
か
ら
の
商
業
資
本
の
排
除
と
い
う
、
い
わ
ば
反
動
的
政
策
に
よ
っ
て
試
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
後
で
述
べ

る
「
加
地
子
猶
令
令
」
は
商
業
資
本
の
排
除
と
い

5
こ
の
農
商
分
離
策
の
一
環
と
し
て
の
聞
を
も
っ
て
い
る
の
で
ら
る
。

③
 

天
保
期
の
殖
産
策
の
推
進
勢
力
は
先
に
述
べ
た
在
住
代
官
層
で
あ
っ
た
。
彼
ら
に
よ
る
諸
殖
産
の
具
体
的
内
容
は
殆
ん
ど
明
ら
か
で
な
く
、

「
鍋
島
直
正
公
伝
」
の
記
事
が
僅
か
に
そ
の
一
部
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
天
保
十
年
頃
か
ら
積
極
的
に
行
わ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
以
下
各
個
別
に
そ
の
様
子
を
み
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

榛
樹
H
H
当
時
江
戸
近
辺
の
回
畔
に
植
え
ら
れ
て
い
た
榛
樹
を
、
防
風
林
・
木
材
・
耕
と
し
て
使
う
た
め
、
佐
賀
に
移
植
、
試
培
し
た
が
、
土
質

に
合
は
ず
成
功
し
な
か
っ
た
。

綿
花
H
海
岸
線
の
干
拓
地
に
植
え
よ
う
と
し
て
、
長
崎
の
唐
人
か
ら
穂
子
を
買
入
れ
た
が
、
未
経
験
の
た
め
予
定
通
り
の
収
穫
が
な
く
、
稲
田

は
廃
す
る
の
み
で
あ
る
と
の
異
議
が
お
こ
り
、
大
し
た
効
果
を
現
わ
さ
ず
廃
止
さ
れ
た
。

甘
庶

H
山
方
役
人
の
久
米
堆
七
の
建
議
で
、
一
二
根
郡
天
建
寺
村
の
水
損
a

目
干
損
の
は
げ
し
い
固
に
試
植
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
藻
政
の
要
路

者
か
ら
反
対
が
起
っ
た
が
、
七
ヶ
年
を
限
っ
て
試
植
が
許
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
収
穫
は
好
成
績
を
お
さ
め
、
質
も
よ
く
、
天
建
寺
砂
糖
と
し

℃
有
名
に
な
り
、

し
か
し
七
年
経
っ
て
、

稲
田
を
廃
し
て
斎
修
品
の
砂
糖
を
植
え
る
と
の
非
難
が
起
り
、
廃
止
さ
れ

利
益
も
多
か
っ
た
。

た。

鯨
の
締
寅
U
平
戸
債
の
壱
岐
の
捕
鯨
業
者
と
交
渉
し
、
藩
内
の
肉
・
骨
脂
単
調
等
の
需
要
に
充
て
て
利
益
を
得
ょ
う
と
し
た
。
後
廃
止
さ
れ
た
。



石
炭
H
ア
へ
ン
戦
争
に
際
し
て
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
が
長
崎
の
中
国
・
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
多
量
の
石
炭
を
購
入
し
た
が
、
こ
の
時
松
浦
郡
山
代
郷
の

石
炭
を
有
田
地
方
の
商
人
の
財
力
に
よ
っ
て
採
掘
を
始
め
た
。
以
後
盛
ん
に
な
り
、
長
崎
へ
海
上
輸
送
す
る
の
み
で
な
く
、
瀬
戸
内
の
塩
田

藩
へ
の
収
入
は
冥
加
銀
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

地
方
か
ら
も
買
入
れ
に
く
る
も
の
が
現
わ
れ
た
。
二
、
三
年
の
聞
に
こ
の
山
代
郷
に
は
財
を
な
し
た
炭
坑
主
が
出
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
内
容
か
ら
諸
殖
産
策
は
自
生
的
商
品
生
涯
の
発
展
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
落
権
力
の
主
導
に
よ
る
、
上
か
ら
の
政
策
で
あ
っ
た

と
い

5
特
徴
を
指
摘
で
き
よ
う
。
米
以
外
の
特
産
物
が
陶
器
の
み
と
い
う
佐
賀
泰
で
は
当
然
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

註

①
大
庄
屋
廃
止
の
原
因
に
つ
い
て
池
田
史
郎
氏
は
多
額
の
大
庄
屋
給
米
の

徴
収
に
よ
る
農
民
の
負
担
を
除
く
こ
と
、
落
財
政
再
建
の
た
め
の
行
政
整

理
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
更
に
有
田
の
陶
業
地
帯
、
三
根
・
養
父
・

伊
万
里
の
藩
境
地
識
で
は
名
称
は
変
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
大
庄

屋
に
相
当
す
る
も
の
は
残
存
さ
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
「
佐
賀
藩
の

大
庄
屋
整
理
に
つ
い
て
」
、
西
日
本
史
学
会
創
立
十
周
年
記
念
論
文
集
所

収
）
。
又
山
田
龍
雄
氏
は
「
隷
農
主
的
地
主
手
作
経
営
」
を
な
す
豪
良
層

で
あ
る
大
庄
屋
層
の
存
在
を
否
定
し
た
と
こ
ろ
に
大
庄
屋
廃
止
の
意
義
が

あ
る
と
し
、
幕
末
佐
賀
審
に
お
い
て
豪
州
は
層
を
見
出
し
得
な
い
原
因
を
ζ

乙
に
求
め
ら
れ
て
い
る
（
佐
賀
県
農
業
史
）
。
大
圧
屋
層
の
残
存
は
明
瞭

な
る
事
実
で
あ
り
、
在
住
代
官
に
よ
る
股
村
支
配
が
行
わ
れ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
全
く
そ
の
存
在
を
否
定
し
、
豪
州
以
的
存
在
を
佐
賀
藩
か
ら
排
除
し

て
し
ま
う
乙
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
か
れ
ら
は
務
の
行
政

機
構
か
ら
は
排
除
さ
れ
た
が
依
然
と
し
て
実
質
的
な
農
村
の
支
配
的
地
位

佐
賀
藩
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
大
庄
屋
層
が
天
保
期
に
お
い
て
村
方
手

作
地
主
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
と
推
測
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

＠
代
官
交
代
建
言
が
出
さ
れ
た
八
百
後
に
執
政
鍋
品
監
物
へ
代
官
に
関
す

る
迅
速
が
渡
さ
れ
た
が
、
乙
の
中
に
は
代
官
交
代
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ

て
な
い
（
『
直
正
公
御
年
譜
地
収
』
）
。

③
こ
の
郡
方
廃
止
の
否
定
は
「
御
国
之
初
巳
来
数
百
年
被
相
行
来
」
（
天

保
九
年
『
講
御
意
』
）
る
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
が
、
郡
方
に

任
命
さ
れ
る
大
身
級
の
家
臣
の
反
対
が
あ
っ
た
と
芳
え
ら
れ
る
。
何
故
反

対
し
、
何
故
藩
政
府
が
こ
の
反
対
を
受
け
入
れ
た
か
、
こ
の
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
乙
と
は
本
務
と
大
配
分
私
領
主
扇
と
の
関
係
を
解
明
す
る
上
に

重
要
な
点
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
と
ろ
不
明
で
あ
る
。

④
乙
の
時
決
め
ら
れ
た
代
官
・
助
役
の
役
米
は
会
所
代
官
・
在
住
代
官
と

も
に
八
石
で
助
役
が
三
石
で
あ
っ
た
が
、

A
口
力
米
が
在
住
代
官
十
四
石
、

在
住
代
宮
助
役
が
三
石
と
な
っ
た
。
代
官
の
役
米
は
従
来
と
か
わ
り
な
い

が
、
合
力
米
は
相
当
増
や
さ
れ
た
と
恩
わ
れ
、
と
の
増
出
分
は
部
方
役
米

九
九



佐
賀
藩
天
保
改
一
の
問
題
点
（
木
原
）

の
削
減
か
ら
賄
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
次
表
参
照
）
。

⑤
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
（
第
二
泊
三
九

O

一
頁
）
参
照
。

③
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
（
第
二
純
一
四

七
頁
）
に
は
次
の
如
く
記
さ
れ
て
お

り
、
股
村
内
の
商
売
は
禁
止
さ
れ
、
乙

の
山
商
分
離
を
実
施
で
き
る
か
ど
う
か

に
よ
っ
て
、
代
官
の
力
量
が
試
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

宿
駅
の
住
民
は
、
店
を
聞
い
て
欽
食
品

及
び
行
旅
の
需
用
品
を
商
ふ
を
許
さ
れ

た
れ
ど
も
往
還
の
路
線
に
外
れ
た
る
村

家
は
、
開
店
商
売
す
る
を
禁
ぜ
ら
れ
た

り
。
故
に
匂
村
民
家
の
日
用
品
は
、
行

商
よ
り
供
給
せ
ら
る
る
の
み
な
り
き
。

此
法
を
励
行
す
る
を
牒
商
引
分
と
称

へ
、
代
官
と
な
り
て
民
政
を
挙
ぐ
る
者

の
特
に
主
な
る
職
務
と
な
し
ぬ
た
り
。

①
と
の
農
商
分
離
の
具
体
策
を
述
べ
た
も
の
に
「
案
書
」
が
あ
る
。
建
言

書
と
思
わ
れ
る
が
作
者
時
代
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
が
こ
の
内
容
か
ら
判

断
し
、
又
段
商
分
離
貫
徹
の
厳
し
さ
か
ら
い
勺
て
藩
政
に
参
加
し
て
い
る

儒
学
者
の
手
に
成
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
し
、
時
代
も
天
保
十

郡方役米削減（天保自年）

｜新役米｜旧役米｜

郡方 I 200石I 300石｜
I 400 I 450 I 

三松養父仲 I300 I 420 I ｛器内；j
天保9年「請御lit」より作製

考4市

山
い
以
戸
叫

註

佐

杵

一0
0

年
前
後
で
あ
ろ
う
。
そ
の
具
体
策
を
列
挙
し
て
み
る
。

て
一
家
之
持
前
を
定
、
限
回
、
均
田
之
古
制
ニ
拠
り
、
何
レ
モ
過
不
及

無
之
様
漸
々
平
均
（
の
事
）
、

て
市
中
之
儀
も
、
呉
服
屋
・
質
屋
其
外
大
身
株
之
者
ハ
別
ニ
商
買
相
兼

凶
儀
ハ
勿
論
、
荒
物
・
小
間
物
等
一
店
之
商
寅
口
問
何
々
と
品
数
差
極
、

他
之
品
差
出
世
儀
点
吐
斗
一
し
め
（
る
事
）
、

て
限
田
・
均
四
・
商
寅
筋
其
外
山
緒
方
よ
り
御
城
下
寄
り
集
り
者
、
共
在

所
差
戻
（
の
事
）
、

一
、
戸
籍
を
調
子
、
人
別
を
正
敷
い
た
し
、
成
丈
生
在
所
在
付
置
、
他
所

不
罷
出
様
御
仕
組
（
を
行
う
事
）
、

て
山
氏
よ
り
雑
業
ニ
引
移
リ
凶
儀
ハ
勿
論
、
一
切
之
人
民
民
業
外
、
郷

村
之
儀
ハ
羽
毛
仇
世
替
い
た
し
、
或
ハ
市
中
之
者
と
養
子
縁
与
、
：

・
、
或
ハ
御
陸
以
下
他
郷
他
村
江
引
移
、
或
ハ
名
替
致
し
侯
儀
、
何
れ

も
監
ク
相
禁
置
（
事
）
、

こ
れ
に
対
し
、
原
五
郎
左
エ
門
は
田
地
の
売
却
、
民
民
の
身
売
却
一
寸
に
対

し
、
「
利
付
ニ
〆
団
地
質
良
、
身
代
返
済
用
貸
付
」
を
行
う
事
を
述
べ
て

お
り
（
前
出
「
建
三
一
三
一
白
書
」
）
、
「
加
地
子
猶
予
令
」
に
み
ら
れ
る
ご
と
く

の
民
民
保
設
政
策
と
は
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
巡
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
加
地

子
の
否
定
で
は
な
し
に
、
逆
に
こ
れ
を
認
め
民
民
向
身
に
回
地
を
民
民
さ

せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
村
の
現
状
を
容
認
し
た
上
で
の
民
民
保

設
政
策
と
い
え
よ
う
。
と
こ
に
藩
政
執
行
者
と
在
住
代
官
と
い
う
一
実
務

官
僚
と
の
怠
見
の
相
退
を
知
る
乙
と
が
で
き
よ
う
。

③
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
（
第
二
筑
三
九
二
1
三
頁
）
参
照
。



「
借
銀
並
加
地
子
猶
予
令
」

天
保
十
三
年
六
月
に
家
臣
の
「
諾
返
上
銀
米
」
の
支
払
延
期
と
銀
米
貸
借
の
正
常
化
（
借
主
の
返
済
促
進
と
銀
主
の
高
利
の
廃
止
）
が
命
ぜ
ら

れ
、
貸
借
関
係
に
お
け
る
武
士
の
救
済
策
の
一
端
が
示
さ
れ
た
が
、
同
年
十
二
月
に
「
御
家
中
」
か
ら
「
下
々
」
に
至
る
ま
で
の
「
諸
返
上
筋

借
文
相
対
借
財
片
付
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
を
簡
単
に
い
う
と
、
武
士
の
一
屯
上
銀
米
に
つ
い
て
は
元
利
光
〈
「
指
捨
」
又
は
十
ヶ
年
返

「
相
対
」
借
銀
は
武
士
・
百
姓
・
町
人
共
に
利
留
十
五
ヶ
年
賦
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
薄
地
へ
適
用
さ
れ
た
の
で

納
延
期
、
利
留
返
納
延
期
、

あ
り
、
蔵
入
地
百
挫
に
は
代
宮
所
か
ら
別
に
達
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
以
上
～
多
久
し
家
文
沓
「
天
保
十
三
年
御
役
所
日
記
』
）
。
そ
し
て
「
代

③
 

宮
中
存
寄
之
次
第
、
於
御
仕
組
所
御
讃
談
相
成
」
（
『
吟
味
書
』
）
っ
た
結
果
「
借
銀
並
加
地
子
猶
予
令
」
が
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
「
加

地
子
猶
予
令
」
も
始
め
は
「
借
銀
並
加
地
子
猶
予
令
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
、
家
臣
へ
の
利
留
十
五
ヶ
年
賦
と
同
様
に
借
鎮
の
返

済
に
困
苦
す
る
農
民
の
救
済
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
農
民
の
場
合
、
借
鍛
と
共
に
加
地
子
が
負
担
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
当
然
救
済

の
一
環
と
し
て
攻
う
上
げ
ら
れ
た
が
、

加
地
子
ほ
借
銀
と
、
進
っ
て
土
地
の
所
有
権
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、

こ
の
後
紛
糾
止
を
説
け
る
の
で
あ

る。
次
に
「
加
地
子
猫
予
令
」
の
施
行
過
程
に
つ
い
て
検
討
し
ょ

5
0
第
市
川
表
は
猶
予
令
に
関
す
る
借
銀
a

加
地
子
の
通
達
を
各
代
官
所
別
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
代
宮
前
名
の
記
載
の
な
い
⑥
が
「
借
銀
並
加
地
子
猶
予
令
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

の
か
ら
⑥
ま
で
の
通
達

を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、

借
銀
を
除
い
て
、

が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
と
い

佐
賀
藩
全
体
で
天
保
十
三
年
十
二
月
か
ら

「
加
地
子
猶
予
令
」

う
こ
と
で
あ
る
。

皿
山
代
官
所
管
内
で
は
天
河
内
十
四
年
か
ら
、
し
か
も
三
分
の
一
に
軽
減
さ
れ
て
お
り
（
⑤
）
、
完
全
に
施
行
さ
れ
た
の
は
弘

化
四
年
か
ら
で
あ
る
（
⑨
）
。
諌
早
代
官
所
加
町
内
で
は
加
地
一
ア
↓
文
納
が
弘
化
三
年
に
禁
止
さ
れ
（
＠
、
②
）
、
銅
色
代
官
所
で
は
弘
化
三
年
に

天
保
十
三
年
の
加
地
子
猶
予
令
を
再
確
認
す
る
状
態
で
あ
っ
た
（
⑤
）
。
天
保
十
三
年
十
二
月
に
「
借
銀
並
加
地
子
猶
予
令
」
の
基
本
方
針
が

佐
賀
藩
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

。



佐
賀
藩
天
係
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）
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第W表「加地子猶予令」施行渇程（但、通達代官所別1

その他蔵入地
r.'--
民代早諌官

c5カ年間加地子・部
米の 3分の 1軽減（ 8
月）

②蔵入地の加地子米受納
者調査（ 3月）

＠借銀米の新規の仕組（ま
行わず、今まで通りと
する C9 fal) 

6)12月朔日以後は相対借
銀を許可（12月）

＠蔵入士山・揚方・山方の
加担Jl.子米は 5カ年間3
分の 1'¥!t-:減（去年の分
は差捻る） (8月）

代山血
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。
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逮
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適
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方
者
加
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①

③
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。

示
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
実
施
過
程
は
各
在
住
代
官
に
委
任

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
好
余
曲
折
を
経
て
全
蔵
入
地
へ
実
施

さ
れ
て
い
る
点
を
注
目
し
た
い
。
又
こ
の
「
猶
予
令
」
以
前

に
、
す
で
に
皿
山
で
は
五
ヶ
年
間
加
地
子
。
部
米
（
質
入
支

払
）
の
三
分
の
一
軽
減
（
＠
）
、
川
副
で
は
農
業
に
従
事
し

て
い
る
も
の
の
借
銀
・
加
地
子
米
等
の
十
ヶ
年
利
留
、
返
済

猶
予
が
な
さ
れ
て
い
る
（
の
）
。
こ
れ
は
皿
山
・
川
副
代
官

小野武夫著「旧佐賀藩の均田制度Jより作製

所
管
内
の
農
村
が
、
商
業
資
本
の
農
村
侵
透
、
寄
生
地
主
制

の
展
開
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
疲
弊
が
甚
だ
し
か
っ
た
事
を
示

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

註

①

ζ

れ
よ
り
さ
き
、
文
化
五
年
に
家
臣
の
負
債
に
対
し
て
「
利

留
十
五
年
々
賦
」
が
行
わ
れ
て
い
る
（
『
鍋
島
直
正
公
伝
』
第

一
知
一
七
四
頁
〉
。

②
支
払
猶
予
に
な
っ
た
の
は
前
出
の
『
御
役
所
日
記
』
の
「
借

財
片
付
」
の
通
達
の
中
の
「
今
又
年
限
延
、
ス
ハ
猶
予
等
い
た

し
候
儀
、
頭
士
以
ハ
役
々
よ
り
銀
一
五
等
へ
諭
方
相
成
倹
様
」
と

の
方
針
に
沿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



車吉

び

加
地
子
猶
予
は
小
作
料
の
支
払
延
期
と
い
う
小
作
人
保
護
H
地
主
制
否
定
と
い
う
性
格
を
客
閉
的
に
も
つ
の
で
あ
る
が
、
始
め
は
地
主
制
窓
口

定
と
い
う
土
地
政
策
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、

負
債
に
苦
し
む
農
民
へ
の
借
銀
整
理
と
同
校
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ワ

た
。
そ
し
て
天
保
期
佐
賀
藩
農
政
は
農
商
分
離
、
即
ち
戸
籍
帳
の
作
製
に
よ
る
農
民
の
土
地
緊
縛
こ
そ
が
そ
の
中
心
的
課
題
で
あ
っ
た
。
従
つ

て
「
加
地
子
猶
予
令
」
は
農
商
分
離
の
性
格
の
一
面
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
全
農
政
の
中
心
的
政
策
と
み
な
す
こ
と
は
で

ぎ
な
い
。
良
品
の
農
村
居
住
を
強
制
す
る
封
建
的
身
分
制
秩
序
の
保
持
と
い
う
問
題
が
中
核
で
あ
っ
て
、
こ
の
下
で
の
本
百
姓
維
持
政
策
で
あ

っ
た
。
今
第
四
表
を
み
れ
ば
、

「
加
地
子
猶
予
令
」
施
行
後
も
年
貢
の
増
徴
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
直
接
的
に
年
貢
の
増
徴
に
よ
る

溶
財
政
再
建
と
い
う
観
点
か
ら
「
加
地
子
猶
予
令
」
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と

第1唖表

年貢収納高（fl!，地米・日米・反

米を含む）

101,805石｜
101,902 I 

99,999 I 

101,983 I 

97,932 

101,539 

99,465 

102,215 

98,318 

n
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噌

i
n
4
q
o
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A
q
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q
o
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噌

よ

噌

i

噌

iII 

弘化

,r 

，， 

「御物成弁銀御遺方大目安」より

作製（但、石以下四捨五入〕

と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
加
地
子
猶
予
令
」
だ
け
で
な
く
在
住
代
官
の
強
化
や

諸
殖
産
策
も
天
保
期
の
農
政
の
性
格
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
又
こ
の
「
猶
予
令
」

の
実
施
に
お
い
て
も
、

天
保
十
三
年
よ
り
全
蔵
入
地
で
一
律
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な

天保

く
、
各
代
官
所
毎
に
時
期
の
相
違
が
あ
り
、
又
「
加
地
子
猶
予
令
」
が
全
く
完
全
に
行

わ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
（
「
旧
佐
賀
藩
の
均
同
制
度
』

一O
五
頁
参
照
）
。
貧
時

分
解
論
の
み
で
佐
賀
藩
を
意
義
づ
け
よ
う
と
し
た
こ
と
が
、

「
加
地
子
猶
予
令
「
が
中

で
あ
ろ
う
。
農
政
面
の
特
徴
を
述
べ
れ
ば
、
有
能
な
る
実
務
官
吏
的
中
下
層
家
臣
団
の
登
用
に
よ
っ
て
代
官
体
制
強
化
を
は
か
り
、
こ
の
上
に

心
的
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ
れ
の
み
で
評
価
す
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
の

立
っ
て
農
商
分
離
と
い
う
封
建
反
動
的
政
策
と
、
途
中
で
中
止
さ
れ
た
が
従
来
見
ら
れ
な
か
っ
た
積
極
的
な
殖
産
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

佐
賀
藩
天
係
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

一O
三



佐
賀
審
天
保
改
革
の
問
題
点
（
木
原
）

一O
四

で
は
、
こ
れ
ら
の
農
政
の
特
徴
を
踏
ま
へ
な
が
ら
佐
賀
務
天
保
改
革
の
意
義
は
ど
乙
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
う
か
。
現
段
階
で
は
明
確
に

指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
次
の
史
料
を
提
示
し
よ
う
〈
前
出
『
原
五
郎
左
エ
門
建
言
書
』
〉
。

御
蔵
入
御
米
繰
之
儀
才
旬
、
於
御
印
蔵
被
差
極
来
日
仰
・
内
、
大
坂
廻
米
近
年
念
入
捺
立
件
ぷ
、
大
坂
御
売
米
直
も
相
関
M
M

由
mw
得
共
、
他
邦
と
相

達
、
上
田
勝
－
一
而
百
姓
一
人
前
凡
四
捨
後
程
も
よ
米
相
博
外
得
ハ
、
内
輪
之
手
捌
殊
之
外
難
儀
致
シ
、
・
：
・

い
つ
れ
ニ
而
ハ
上
米
相
誠
ぬ

道
ハ
有
之
間
数
哉
、

大
坂
廻
米
の
結
呆
、
農
民
が
「
難
儀
」
し
て
い
る
か
ら
、
延
米
量
を
減
ぜ
よ
と
い
う
も
の
℃
あ
る
。
米
作
単
作
地
帯
の
佐
賀
藩
に
と
っ
て
大
坂

の
米
市
場
と
は
藩
初
以
来
緊
密
な
関
係
に
あ
り
、
佐
賀
藩
財
政
は
大
坂
米
市
場
へ
の
依
存
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

大
坂
廻
米
を
重
視
す
れ
ば
す
る
程
、
農
村
の
再
建
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

Q

農
民
の
保
護
H
本
百
姓
維
持
政
策
は
、

つ
ま
る
と
こ
ろ
大

坂
廻
米
の
強
佑
に
よ
る
藩
財
政
の
再
建
を
目
論
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
佐
賀
藩
天
保
改
革
に
つ
い
て
ま
と
ま
り
な
く
私
見
を
述
べ
て
み
た
。
次
は
私
自
身
の
佐
賀
藩
天
保
改
革
の
歴
史
的
評
価
を
述
べ
ね
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
後
日
を
期
し
た
い
。

（
昭
和
四
二
年
一
二
月
四
日
）




